
様式21

30 年 4 月 1 日 5 年 3 月 31 日

3 年 4 月 1 日 4 年 3 月 31 日

- - - -

１　履行状況の評価

１　業務執行に関する事項

（１）業務執行体制

（２）人員の配置

（３）有資格者の確保

（４）職員研修の実施

（５）労働環境・条件

２　業務手続きに関する事項

（１）再委託の管理

（２）取扱説明書の整備保管

（３）管理記録等の整備保管

（４）報告書等の提出

３　施設の維持管理に関する事項

（１）点検・保守

（２）清掃・環境保全

（３）保安・警備

（４）備品等管理

（５）施設・設備修繕

４　法令遵守・安全対策に関する事項

（１）法令の遵守

（２）個人情報の取扱い

（３）安全対策の確保

（４）緊急時の対応

点数（標準点 ）

総括評価

≪指定管理者の自己評価≫

≪施設所管課の評価≫

事業評価書

施設名称 平田学区学童保育所 指定期間 平成 ～令和

所在地 酒田市荻島字面桜8番地 評価期間 令和 ～令和

指定管理者
特定非営利活動法人がくほれんwith酒田 施設

所管課

健康福祉部子育て支援課

電話番号 5735

年度
１年目 (実績) ２年目 (実績) ３年目 (実績) ４年目 (実績)

0234 43 0795 電話番号 0234 26

５年目 (計画) 指定管理期間

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 合計

指定管理業務の収支（円）

収入　 ① 11,490,745 11,893,495 13,074,045

1,452

利用者数（人） 45 42 42 42 40 211

施設開館数（日） 291 288 291 291 291

12,156,584 12,156,584 60,771,453

　うち 利用料金 3,638,400 3,583,400 3,429,100 3,348,700 3,348,700 17,348,300

41,656,090

　うち 上記以外 21,935 19,685 1,038,035 343,704 343,704 1,767,063

　うち 指定管理料 7,830,410 8,290,410 8,606,910 8,464,180 8,464,180

12,107,043 63,026,297

差引　 ①-②=③ ▲ 899,593 ▲ 523,429 ▲ 930,904 49,541 49,541 ▲ 2,254,844

支出　 ② 12,390,338 12,416,924 14,004,949 12,107,043

1 施設の管理運営に要する人員を効率的に配置しているか ○ ○

1 指定管理業務を遂行する上で必要な有資格者を確保しているか ○ ○

評価項目 配点 評価基準 自己評価 所管課評価

1 業務執行体制（指揮命令系統、業務責任者等）が明確になっているか ○ ○

1 市への承認手続き、報告書等による履行確認等がなされているか ○ ○

1 職員の指導・研修が適切に行われているか ○ ○

1 適切な労働環境や条件が確保され、労働関係法令が遵守されているか ○ ○

1 業務報告書、事業報告書、事業計画書等が適切に提出されているか ○ ○

1 設備・機器等の取扱説明書が整備・保管されているか ○ ○

1 業務日誌や点検記録、修繕・故障履歴等が整備・保管されているか ○ ○

1 防犯対策やマスターキー等の鍵の管理は適切に行われているか ○ ○

1 市で準備した備品等に不足がなく、適切に管理されているか ○ ○

1 施設・設備の点検・保守は確実に行われているか ○ ○

1 清掃・環境保全（植栽、廃棄物処理等）が適切に行われているか ○ ○

1 法令等で定められた書類を遅滞なく提出されているか ○ ○

1 個人情報の漏洩、滅失等、適正な管理のため必要な措置を講じているか ○ ○

1 リスク分担に基づく、修繕は適切に行われているか ○ ○

18 18 18

Ａ Ａ

　学童運営に当たっては、子ども達のため、就労家庭の支援を使命に、運営委員会を中心として地域に根差した学童運営に努めている。
法人化11年の経験を生かし着実かつ柔軟性を持った組織運営を行うとともに、職員のコンプライアン意識の高揚やガバナンス態勢の強化
にも努め、学童の将来を見据えた運営に取り組んでいる。地域の代表で構成する運営委員会体制の良さを踏まえつつ、16学童一体運営の
「がくほれん」のスケールメリットを生かした運営を行い、指導員の研修、安定雇用、人事の交流等を積極的に行い、管内の学童の質的
向上と平準化に努めている。

1 事故防止や避難訓練などの対策が適切に確保されているか ○ ○

1 緊急時の連絡網や対応マニュアル等が整備されているか ○ ○

　がくほれんと各地域運営委員会が中心となり、保護者が参画した学童保育が実施されている。各セクターの役割も明確に位置付けられ
ており、指導員についても、人事異動が計画的に実施され、資質向上のためキャリアアップや処遇改善に積極的に取り組んでおり、高く
評価できる。令和3年度も新型コロナウイルス感染症によって、小学校の休校や学年閉鎖による学童の開所対応や、学童の利用を自粛した
保護者に対する利用料の返還措置など、昨年度に引き続いて異例の対応を通常の業務に加えて即時対応いただいた。緊急時における組織
体制も盤石であると評価できる。



２　サービスの質の評価

１　施設の運営に関する事項

（１）開館日等の遵守

（２）使用許可の手続き

（３）接遇応対の状況

（４）情報発信

（５）利用者ニーズへの対応

２　施設の利用に関する事項

（１）施設の平等利用

（２）利用料金の徴収

（３）利用料金の減免

（４）事業の実施状況

（５）利用状況

３　業務水準等に関する事項

（１）要求水準の状況

（２）経費節減の取組

（３）地元貢献

（４）環境対策

（５）自主事業の状況

（６）前年度評価の活用

４　その他施設の性質又は目的に応じて必要と認める事項（指定管理者選定時の追加評価項目）

（１）学童保育について

（２）地域と保護者について

（３）

（４）

（５）

点数（標準点 ）

総括評価

≪指定管理者の自己評価≫

≪施設所管課の評価≫

1 開館日・開館時間は守られているか（臨時開館等の手続きは適正か） ○ ○

評価項目 配点 評価基準 自己評価 所管課評価

2 利用促進を図るため積極的な情報発信が行われているか ○ ○

2 利用者アンケート等を行うとともに、苦情や要望等に適切に対応しているか ○ ○

1 施設の使用許可は条例等に従い適切に行われているか ○ ○

1 利用者への接遇応対は適切に行われているか ○ ○

1 利用料金の徴収は適正に執行されているか ○ ○

1 利用料金の減免手続きは適正に行われているか － －

1 一部の利用者への不当な利用制限や優遇措置は見受けられないか ○ ○

2 指定管理業務の要求水準は達成できているか ○ ○

2 事業計画書にある事業が計画どおり実施されているか ○ ○

2 利用者数が前年度の実績（又は当初の目標）を上回った（又は達成した）か ○ ○

1 環境に配慮した物品購入、省エネ、リサイクル推進等が行われているか ○ ○

2 自主事業の質は妥当であり、利用者ニーズを捉えたものであるか － －

1 管理に係る経費を節減するための取り組みはされているか ○ ○

1 地元貢献に資する取組み（地元雇用・地元企業活用等）が行われているか ○ ○

2 学童保育所を企画運営する能力とその体制が整備されているか ○ ○

2 地域の理解と協力が得られ、地域と連携して保育に取り組むことが出来るか ○ ○

2 前年度の評価を受けて、適切な改善が図られたか。 ○ ○

2

24 24 24

2

2

Ａ Ａ

　利用者から学童への直接の要望やがくほれんを通した要望等、単位学童で解決できるものは、保護者会や運営委員会で対応を協議し、
がくほれん全体に係るものは、事務局で検討し、必要に応じて理事会での検討も行っている。16学童を統一運営していることで、以前は
他学童との比較した要望等が多かったが、運営手法が定着してきたことによる地域や保護者の意識の変化により、現在は減少傾向にあ
る。がくほれんとしては、苦情、要望窓口の担当を事務局長が担い、理事長、副理事長、事務局長、事務局次長、会計で構成する事務局
体制の充実に努め、利用者のニーズを踏まえた運営に取り組んで参りたい。

　利用者からの要望等について、学童・事務局・運営委員会・保護者会等と頻繁に連絡を取り合っており、市への苦情・要望についてし
ても事務局から即座に学童へ周知されるなど、高い水準の運営がなされている。特定非営利活動法人としての運営形態が確立されてお
り、組織体制の整備・強化が図られ、サービスの向上とともに安定的な運営ができるようになっている。平成27年度に法人運営の13学童
が一斉に延長保育を実施できたことなど、がくほれんのスケールメリットが目に見えて発揮できていると考える。



３　サービスの安定性の評価

１　指定管理業務の収支

２　区分経理の実施

３　経理処理

財務諸表は法令等に準拠して作成されているか

４　現金等の取扱い

５　団体の経営状況

点数（標準点 ）

総括評価

≪指定管理者の自己評価≫ 指定管理者自己評価実施日 令和 4 年 4 月 30 日

≪施設所管課の評価≫

総合評価（各総括評価に基づく評価）

≪施設所管課による総合評価≫ 評価実施日 令和 4 年 5 月 30 日

指定管理者選定委員会評価

評価実施日 令和 4 年 7 月 28 日

評価項目 配点 評価基準 自己評価 所管課評価

1 適正な経理処理が行われており、支払遅延の発生等はないか ○ ○

1 ○ ○

1 指定管理業務の収支は良好であるか ○ ○

1 指定管理業務と他の業務の経理区分が整理されているか ○ ○

1
損益計算書の数値が適正に収支決算書（様式18の1）に表示されているか

○ ○
（数値が一致していない場合は対応関係の説明を求めること）

1 現金や金券の取扱い、通帳の管理は適切に行われているか ○ ○

1 事業の存続を脅かす異常事項が指摘されていないか（監査報告書により確認） ○ ○

9 9 9

1 団体の経営状況は良好であるか ○ ○

1
偶発債務・簿外債務等の存在が指摘され、財務健全性が脅かされていないか

○ ○
（監査報告書により確認）

　学童保育所の運営については、指定管理者制度導入以前より携わっており、実績は十分に蓄積されている。運営体制もしっかりとして
おり、法人としての経営状況も健全である。学童保育に携わる指導員の処遇改善についても前向きであり、指導員の資質向上にも積極的
で各種研修会を受講できるように配慮がなされている。地域に根ざした学童が展開され、学童保育に対する方針・考え方も明確であり、
評価できる。
　前年度に引き続き新型コロナウイルス感染症対応により、学童保育所では業務の増加や保護者からの苦情・要望対応など、多大な負担
が生じる中、本市の学童保育所への要望や市政方針に準じて対応いただいた。こうした状況下で、児童と指導員の安全を最大限考慮した
運営を行っており、運営体制については申し分ない。

Ａ

　包括協定、年度協定及び仕様書に沿って、おおむね適正な施設運営がなされている。
　昨年度、監査委員から指摘された会計処理については、昨年６月から税理士事務所に委託しＮＰＯ会計基準により処理するようになっ
た。このことにより、会計の信頼性が向上したことは評価する。

Ａ Ａ

　特定非営利活動法人であるため、法人の財務状況については、毎年度、県ホームページを通じて公表され、透明性は担保されている。
市の監査委員による財政援助団体の監査の指摘により、本年度から会計処理を会計事務所に委託し、適正な会計処理に努めている。ま
た、内部監査による監査も実施している。
　16学童全体で経理処理を行うため、効率的に予算執行することができ、収支状況も良好である。法人全体としての経営状況においては
問題ないと思っている。

　特定非営利活動法人として、適切に経理処理が行われており問題はない。指定管理業務の収支や団体自体の収支についても適切な状況
である。また、会計事務所に会計処理を委託したことを契機に法人会計を複式簿記に変更している。収支余剰金については、学童保育所
を今後も安定して運営することを目的として、準備金積立を行っており、当該積立についても法人として積立目標額で定め、計画的に実
施している。加えて、当該収支余剰金により令和3年度から退職引当金を増額し、処遇改善を図っている。なお、初年度のみ当該引当金増
額のため、収支がマイナスとなるが翌年度以降は約130万円の積み立てとなることからマイナスとはならない見込みである。

Ａ


